
令和　　年　　月　　日〆切　令和８年９月１８日（金）


介護生産性向上の取組（在宅環境を含む）に係るロールモデル作成に伴う
事例提供シート

１．事例のタイトル及びテーマ番号
	事例タイトル（仮称）
	テーマ番号

	
	


テーマ番号は、次頁の中から提供内容に最も近い番号をご記入ください。（複数の番号をご記入いただいても差し支えありません。）

２．介護テクノロジー等を活用した事例
	介護事業所等の名称
	

	サービス種別（別表）
	

	担当者名
	

	役職・職種
	

	担当者の主な業務
	

	連絡先
	住所
	〒


	
	電話
	

	
	電子メールアドレス
	

	取組前の課題
	



	導入した機器・システム
	



	取組の成果、工夫した点など
	



	導入効果
	




	取組の開始から活用されるまでの概ねの期間
	

	おおよその費用額
	（おおよその費用額）
〇機器・システムの費用　　　　　円　　〇月額利用料　　　　　　　　円
※Wi-Fi環境整備費を除く
（介護テクノロジー等を活用している利用者やベッドの数）


	業務改善に向けたさらなる取組や現状の課題など
	（業務改善に向けたさらなる取組）

（現状の課題）




３．個人情報の取扱いについて
	個人情報の取り扱い

	同意
します
	□
	「個人情報取扱い同意書」をご確認の上、同意欄にチェックを入れてください。



（応募にあたり連絡事項）
· 各項目について、必要に応じて記載欄を追加してください。
· 事例提供シートに記載された内容は、本事業の目的に限り使用し、その他の目的では使用いたしません。
· 選定された場合には、ヒアリング調査及び動画撮影等へのご協力をお願い致します。
[image: ]（ロールモデルのテーマ番号）
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別表

〇サービス種別は、以下から選択してください。
１. 施設サービス（介護保険施設に入所して利用するサービス）
・介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）
・介護老人保健施設（老健）
・介護医療院
２．居住系サービス（自宅に近い環境で生活しながら介護を受けるサービス）
・認知症対応型共同生活介護（グループホーム）
・特定施設入居者生活介護
・有料老人ホーム
・軽費老人ホーム（ケアハウス）
・サービス付き高齢者向け住宅（特定施設指定を受けたもの）
３．在宅サービス（高齢者が自宅で生活しながら利用するサービス）
・訪問介護（ホームヘルプ）
・訪問看護
・訪問リハビリテーション
・居宅療養管理指導
・通所介護（デイサービス）
・通所リハビリテーション（デイケア）
・短期入所生活介護（ショートステイ）
・福祉用具貸与
・特定福祉用具販売
・住宅改修
・定期巡回・随時対応型訪問介護看護
・小規模多機能型居宅介護
4．その他
・市町村
・地域包括支援センター　など
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image1.emf
テーマ 番号 内容

1 記録などデスクワークに時間を取られ、レクが手薄になったり会話時間が取れない

2 委員会議事録や報告書作成などを業務の合間にやろうとするが時間外になってしまう

3 急な処置で看護師を呼びたい時などで職員の居場所がわからず探す時間がかかる

4 外国籍スタッフへの連絡指示や情報共有が不十分で連携した業務が出来ていない

5 新旧複数のICTシステムを併用することで端末が増え操作の習得に時間がかかっている

6 高転倒リスク者の離床を高精度で感知し、転倒事故を防ぎたい

7 離床センサー反応の対応で訪室回数が多い（訪室すると横になっていることが多い）

8 定時巡視の訪室で覚醒させてしまい睡眠の質が低下、職員の時間・身体的負担も大きい

9 入居者に良質な睡眠を提供し、日中活動の充実を含め生活の質を向上させたい

10 転倒状況がわからず再発防止対応が取れていない、家族が納得せず嫌な思いをする

11 オンコール看護師への連絡タイミングがわからず不安ばかり先行、訪室回数が増えてしまう

12 単独で夜勤業務が出来るようになるまでの教育期間が長く、戦力化に時間がかかる

13 利用者ごとの指示出し書類作成が間に合わない（加算取得のために残業が多くなる）

14 シフトの作成や急な変更への対応、変更後の指示連絡に時間がかかっている

15 連絡や記録で事務所に戻る時間を確保するために訪問回数を制限している

16 腰痛を訴える職員が多く、急な休みや離職でシフトに制約、一部の職員に負担が集中

17 利用者の重度化で機械浴相当の方も個浴で対応、職員の負担と事故リスクが高い

18 入浴介助時間帯はホールでの見守りが手薄になっており、転倒事故が心配

全般

夜勤業務

訪問・通所系

業務

移乗や入浴

介助業務


